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（公社）米穀安定供給確保支援機構では，米の生産に係る

基礎的な資料として，水稲の品種別の作付割合について 毎年，

道府県行政等から情報提供された数値を基に独自推計を行い，

年産ごとに 水稲の品種別作付動向を公表している。ここでは，

作付け割合の多い上位 20 品種を表に示した。

それによると，令和元年産うるち米（醸造用米，もち米除く）

でもっとも作付けが多かった品種は「コシヒカリ」で作付け割

合は 33.9％，24 府県で作付順位 1 位となっている。2 位は「ひ

とめぼれ」，3 位は「ヒノヒカリ」，4 位は「あきたこまち」，5

位は「ななつぼし」となっている。

作付割合上位 10 品種が全体に占める割合は 72.2％，上位

20品種では81.9％となっている。　　　　　　　　　　（K.O）
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順位 品種名 作付割合 主要産地 順位 品種名 作付割合 主要産地
1  コシヒカリ 33.9  新潟、茨城、福島 11  きぬむすめ 1.5  島根、岡⼭、⿃取
2  ひとめぼれ 9.4  宮城、岩⼿、福島 12  こしいぶき 1.4  新潟
3  ヒノヒカリ 8.4  熊本、⼤分、⿅児島 13  つや姫 1.2  ⼭形、宮城、島根
4  あきたこまち 6.7  秋⽥、茨城、岩⼿ 14  夢つくし 1.0  福岡
5  ななつぼし 3.4  北海道 15  ふさこがね 0.9  千葉
6  はえぬき 2.8  ⼭形、⾹川 16  つがるロマン 0.8  ⻘森
7  まっしぐら 2.2  ⻘森 17  あいちのかおり 0.8  愛知、静岡
8  キヌヒカリ 2.1  滋賀、兵庫、和歌⼭ 18  彩のかがやき 0.7  埼⽟
9  あさひの夢 1.7  栃⽊、群⾺ 19  天のつぶ 0.7  福島

10  ゆめぴりか 1.6  北海道 20  きらら３９７ 0.7  北海道
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わが国の産業別就業者数（15 歳以上）は，2019 年で 6,724

万人。うち上位は，製造業 1,063 万人（15.8％），卸売業・小

売業 1,059 万人（15.7％），医療・福祉 843 万人（12.5％）となっ

ている。農業従事者は 203 万人で，全就業者の 3％に過ぎない。

農業従事者の男女の割合をみると，男が 60％，女が 40％となっ

ている。

この 5 年間，農業従事者数はほぼ横ばいだが，高齢化が進

んでいる。実際の農業を支えている販売農家（145 万人）の

「基幹的農業従事者」（普段，仕事で主に農業に従事している者）

の年齢階層を表に示した。最も多いのが 65 ～ 70 歳で，販売

農家全体の 27％，次いで 75 歳以上が 26％であり，65 歳以上

の占める割合は約 7 割に達する。そして，70 歳以上が 42％，

60 歳台 38％，50 歳台 9％，40 歳台 6％，30 歳台 4％となり，

農業従事者の年齢階層は高齢者を頂点とした逆ピラミッドと

なっている。

一方，雇用労働についてみると，農業経営体の雇用者のうち，

「常雇い」数は 23 万 6,100 人。年齢階層別では，29 歳以下

が最も多く 15％を占めるが，各階層にほぼ均等に年齢分布す

る。49 歳以下でみると，基幹的農業従事者は 14 万 7,800 人

で 11％の割合に対し，常雇いは 11 万 9,800 人で 51％と多勢

を占める。なお，この他に臨時雇いとして 234 万 6,200 人が

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

農業労働力の年齢階層　統計データから

表の差し替え（農業労働力の年齢階層） 

29歳以下 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75歳以上 計

16.5 22.1 29.5 38.3 41.4 48.7 80.0 148.7 388.7 227.3 362.8 1,404.1

1.2 1.6 2.1 2.7 2.9 3.5 5.7 10.6 27.7 16.2 25.8 100

36.0 21.9 21.7 21.5 18.7 19.0 19.3 25.5 24.5 17.3 10.8 236.1

15.2 9.3 9.2 9.1 7.9 8.0 8.2 10.8 10.4 7.3 4.6 100

常雇い（千人）

割合（％）

表　基幹的農業従事者と農業経営体の常雇いの年齢年齢階層
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2019 年度秋冬作芝関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，新型コロナウイルス感染拡大を受けて中止となり，

試験成績の検討ならびに実用性の判定は，2020 年 6 月 15

日～ 7 月 9 日の期間に，当協会委嘱専門調査員によるメー

ル会議にて行われた。検討された除草剤 10 薬剤 (73 点 )，

展着剤1薬剤(2点)の判定結果および使用基準については，

次の判定表に示す通りである。
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A.除草剤

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAH-1517 乳 
シンメチリン:75% 

[BASFジャパン] 

コウライ
シバ 

コウライシバ,一年生雑草発生前 実・継 実)
[秋冬作:(コウライシバ)一年生雑草] 
・芝生育期,雑草発生前
・0.3～0.5mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

[秋冬作:(コウライシバ)一年生雑草] 
・芝生育期,雑草発生初期(スズメノカタビラ2Lま
で)
・0.3～0.5mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・効果・薬害の確認(ノシバ)
・発生初期における薬量0.3mL/㎡での効果・薬害
の年次変動の確認(コウライシバ)
・連用試験の確認(コウライシバ,ノシバ)
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・緑化木への影響の確認

コウライ
シバ 

コウライシバ,一年生雑草発生初期
(スズメノカタビラ2Lまで) 

コウライ
シバ 

コウライシバ,倍量薬害(一年生雑草発
生前) 

コウライ
シバ 

コウライシバ,倍量薬害(一年生雑草
発生初期(スズメノカタビラ2Lまで))

ノシバ ノシバ,一年生雑草発生前

ノシバ ノシバ,一年生雑草発生初期(スズメノカタビ
ラ2Lまで) 

ノシバ ノシバ,倍量薬害(一年生雑草発生前)

ノシバ ノシバ,倍量薬害(一年生雑草発生初
期 (スズメノカタビラ2Lまで)) 

2.BEH-1301 フロアブル 
フルフェナセット:42.4% 

[バイエルクロップサイ
エンス] 

コウライ
シバ 

コウライシバ,一年生雑草発生初期，
水量100mL拡大 

実・継 実)
[秋冬作:(コウライシバ,ノシバ)一年生雑草] 
・芝生育期,雑草発生初期
・0.15～0.2mL< 100～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・連用試験の確認(コウライシバ,ノシバ)
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・緑化木への影響の確認

ノシバ ノシバ,一年生雑草発生初期，水量100mL拡
大 

2019 年度秋冬作芝関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A. 除草剤

2019年度秋冬作芝関係除草剤・生育調節剤試験判定結果　21



142

A. 除草剤
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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

3.GG-152 微粒 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:3.0% 
フルミオキサジン:0.1% 

[保土谷アグロテック] 

コウライ
シバ 

コウライシバ生育休止期,一年生
雑草，多年生広葉雑草生育期

実・継 実) 
[秋冬作:(コウライシバ)一年生雑草，多年生広葉
雑草] 
・芝生育期(生育休止期),雑草生育期
・10～30g/㎡
・茎葉処理(全面)

注) 
・専用ボトルを使用し，雑草茎葉が湿っている状
態で処理する｡
・｢芝生育期(生育休止期)｣とは，茎葉の一部に緑
色が残っていても，生育の停滞している時期を
指す

継) 
・緑化木への影響の確認

4.HAT-912 液 
アシュラム:0.1% 
MCPPーK:0.2% 
N:P:K=0.1:0.1:0.1 

[保土谷アグロテック] 

コウライ
シバ 

コウライシバ，一年生雑草および多年生
広葉雑草生育期(草丈10cm以下)，肥料入り
AL剤(家庭用) 

継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ)

5.RGH-1302 SC 
ピロキサスルホン:36.3% 

[理研グリーン] 

コウライ
シバ 

コウライシバ,一年生イネ科雑草発生初期 実・継
(従来通
り) 

実)
[秋冬作:(コウライシバ,ノシバ)一年生雑草] 
・芝生育期，雑草発生前～発生初期
・0.1～0.2mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

[秋冬作:(コウライシバ,ノシバ)一年生イネ科雑
草] 
・芝生育期，雑草発生初期
・0.08～0.1mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ,
ノシバ)
・連用試験の確認(コウライシバ,ノシバ)
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・緑化木への影響の確認

ノシバ ノシバ,一年生イネ科雑草発生初期，
低薬量拡大 

6.RGH-1822 SC 
ピロキサスルホン:9.2% 
フ ェ ノ キ サ ス ル ホ
ン:24.4%

(w/w) 

[理研グリーン] 

コウライ
シバ 

コウライシバ,一年生イネ科雑草発
生初期 

実・継 実)
[秋冬作:(コウライシバ,ノシバ)一年生雑草] 
・芝生育期,雑草発生初期
・0.2～0.4mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・連用試験の確認(コウライシバ,ノシバ)
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・緑化木への影響の確認

ノシバ ノシバ,一年生イネ科雑草発生初期
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コウライシバ,一年生イネ科雑草発生初期 実・継
(従来通
り) 

実)
[秋冬作:(コウライシバ,ノシバ)一年生雑草] 
・芝生育期，雑草発生前～発生初期
・0.1～0.2mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

[秋冬作:(コウライシバ,ノシバ)一年生イネ科雑
草] 
・芝生育期，雑草発生初期
・0.08～0.1mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ,
ノシバ)
・連用試験の確認(コウライシバ,ノシバ)
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・緑化木への影響の確認

ノシバ ノシバ,一年生イネ科雑草発生初期，
低薬量拡大 

6.RGH-1822 SC 
ピロキサスルホン:9.2% 
フ ェ ノ キ サ ス ル ホ
ン:24.4%

(w/w) 

[理研グリーン] 

コウライ
シバ 

コウライシバ,一年生イネ科雑草発
生初期 

実・継 実)
[秋冬作:(コウライシバ,ノシバ)一年生雑草] 
・芝生育期,雑草発生初期
・0.2～0.4mL<200～300mL>/㎡
・土壌処理(全面)

継) 
・倍量薬害試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
・連用試験の確認(コウライシバ,ノシバ)
・実証試験での確認(コウライシバ,ノシバ)
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A.除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

7.SB-201 乳 
メチオゾリン:25% 

[エス・ディー・エス バ
イオテック] 

ケンタッ
キーブル
ーグラス

ケンタッキーブルーグラス,一年生イネ 実・継 実)[秋冬作;(コウライシバ)スズメノカタビラ]
単用処理 
・ 芝生育期 雑草発生前
・0.3～0.4mL<200～600mL>/㎡
・土壌処理(全面)
反復処理(2回)
・ 芝生育期 雑草発生前
・0.2mL<200～600mL>/㎡

(散布間隔は1ヶ月を目安とする)
・土壌処理(全面) 

[秋冬作;(ケンタッキーブルーグラス)スズメノカタビラ] 
単用処理 
・ 芝生育期 雑草発生前
・0.3～0.4mL<200～600 mL>/㎡
・土壌処理(全面)
反復処理(2回)
・ 芝生育期 雑草発生前
・0.2mL<200～600 mL>/㎡

(散布間隔は1ヶ月を目安とする)
・土壌処理(全面) 

[秋冬作;(ベントグラス)スズメノカタビラ] 
単用処理 
・ 芝生育期,雑草発生前～発生初期
・0.3～0.4mL<200-300mL>/㎡
・土壌処理(全面)
反復処理(2回)
・ 芝生育期,雑草発生前～発生初期
・0.2mL<200-300mL>/㎡(散布間隔は1ヶ月を目安とす
る) ・土壌処理(全面)

注) 
・ベントグラスに対して葉が黒ずむ場合がある 

継) 
・薬量0.3～0.4mLおよび0.2mL×2回，水量600mL/
㎡処理での年次変動の確認(コウライシバ)

・発生初期処理での効果，薬害の確認(コウライシ
バ，ケンタッキーブルーグラス)

・連用試験での確認
(コウライシバ，ベントグラス，ケンタッキーブ
ルーグラス)

・実証試験での確認
(コウライシバ，ケンタッキーブルーグラス)

・緑化木への影響の確認

ケンタッ
キーブル
ーグラス

ケンタッキーブルーグラス,一年生イネ科

8.SH-19 液 
MCPAナトリウム塩:19.5% 

[ハート] 

コウライ
シバ 

コウライシバ,一年生広葉,多年生広葉雑草
生育期 

継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ，ノシバ) 

ノシバ ノシバ,一年生広葉,多年生広葉雑草生育期

9.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4% 

[石原産業 
*石原バイオサイエンス] 

日 本 芝
(コウラ
イシバ)

コウライシバ,多年生イネ科雑草(チガヤ，
スズメノヒエ類等),翌春の被度低下効果 

継 継) 
・効果薬害の確認(コウライシバ，ノシバ，バーミ
ューダグラス) 

日 本 芝
(ノシバ)

ノシバ,多年生イネ科雑草(チガヤ，スズメ
ノヒエ類等),翌春の被度低下効果 

西 洋 芝
(バーミ
ューダグ
ラス) 

バーミューダグラス,多年生イネ科雑
草(チガヤ， スズメノヒエ類等),翌
春の被度低下効果

A. 除草剤
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科雑草発生前， 水量600mL拡大(薬量
0.2mL×2回)

雑草発生前，水量600mL拡大(薬量
0.3mL,0.4mL) 
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A.除草剤 

B.展着剤

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-9043 展着 
ポリオキシエチレンアル
キルエーテル:55% 

[アグロ カネショウ] 

ベントグ
ラス 

展着剤,ベントグラス,キレダーへの添加,コケ類
発生期 

－ （展着剤）

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

10.SG-109 顆粒水和 
フルミオキサジン:50% 

[*住友化学 
レインボー薬品] 

コウライ
シバ 

コウライシバ生育休止期での適用性
の検討 
(一年生雑草発生始期) 

実・継 実) 

[秋冬作;(コウライシバ，ノシバ)一年生雑草，多

年生広葉雑草] 

・芝生育期(生育休止期)，雑草生育期

(但しスズメノカタビラは発生初期)

・ 0.08～0.12g<100～200mL>/㎡

・ 茎葉兼土壌処理(全面)

[秋冬作;(コウライシバ，ノシバ)一年生雑草] 

・芝生育期(生育休止期)，雑草発生初期

・ 0.004～0.005g<100～200mL>/㎡

・ 茎葉兼土壌処理(全面)

注) 
・｢芝生育期(生育休止期)｣とは，茎葉の一部に緑
色が残っていても，生育の停滞している時期を
指す

継) 
・スズメノカタビラに対する葉齢限界の確認

・連用試験での確認

(年1回2年間)(コウライシバ，ノシバ)

・実証試験での確認

(コウライシバ，ノシバ)
・緑化木への影響の確認

ノシバ ノシバ生育休止期での適用性の検討
(一年生雑草発生始期) 

A. 除草剤

B. 展着剤
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